
団体名

項目

2.目標

　※評価について 　４：よくできた、３：まあまあできた、２：あまりできなかった、１：まったくできなかった

5.次回の
　取り組み 時間配分と演奏の向上

6.次回活動
　 の目標

今回の取り組みについての評価 4・3・2・1

4.目標と結
果
  のギャップ

細かいミスは少なくなったが、待ちの時間がなかった
為、全体的にしまりがなくなって時間がルーズになって
しまった。

活動報告書

雅楽倶楽部

内　　　容

1.活動内容

  活動名（大会・行事等）： 銀杏祭「ＹＯＵ」　2日目

  活動場所：　大正大学

  活動日時：　平成　24年　11月　3日（土）

細かいミスのないように演奏を行う

3.結果報告 舞楽　陵王　太食調　音取　長慶子


